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α(x)- rx-gx3, β(x)-1 (5.5)
とすると,
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m=3- m=1- mニーi- m=-3
図 13 3個のスピン系のフラストレーションと縮退の様子〔16コ. ハミ
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b') C') d1
回 15 4佃のスピン系での轄迫の様子.21-16佃の中で,団の 8佃の配位はす
べて籍返 した基底状態である〔18コ.ハミル トニアンは u =-I(SIS2十S2Sa+
S8S4-S4Sl)と表わされる
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回 16 ポンドが 1ヶ所だけ反強滋性のイジング鎖でのフラ
ストレーシサンと籍退の桂子[18コ
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